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国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

手
数
料
条
例
の

一
部
改
正

▲平成 28 年４月リニューアルオープン
　( 北戸田駅北自転車駐車場 )

自
転
車
駐
車
場
改
修
等

工
事
請
負
契
約

指
定
管
理
者
の
指
定

る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

実
際
に
財
政
運
営
を
行
う

地
方
交
付
税
交
付
後
の
財

源
の
状
況
を
含
め
て
分
析

す
る
こ
と
も
大
切
な
視
点

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
庫
補
助
金

の
普
通
交
付
税
化
の
流
れ

に
加
え
、
地
方
法
人
税
の

創
設
等
も
踏
ま
え
れ
ば
、

財
政
力
指
数
の
高
さ
に
安

住
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
財
政
指
標
を
、
よ

り
客
観
的
に
捉
え
、
戸
田

市
の
財
政
状
況
に
対
す
る

正
し
い
認
識
を
持
ち
な
が

ら
山
積
す
る
課
題
に
向
き

合
っ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
財
政
運
営
は
適
切
と

考
え
賛
成
す
る
。

《
結
果
》

認
定(

20
対
３
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施

行
、
及
び
住
民
基
本
台
帳

法
の
改
正
に
伴
い
、
通
知

カ
ー
ド
及
び
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料

の
規
定
を
新
た
に
制
定

し
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
交
付
手
数
料
を
削
除

す
る
も
の
で
す
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

20
対
３)

※
委
員
会
審
査
で
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
及
び

カ
ー
ド
の
再
交
付
に
つ

い
て
意
見
が
分
か
れ
ま

し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
課

税
限
度
額
に
つ
い
て
は
平

成
26
年
度
末
に
条
例
改
正

を
行
い
、
27
年
度
よ
り
限

委
員
会
の
審
査
か
ら

監
査
報
告

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

度
額
を
４
万
円
引
き
上
げ
、

77
万
円
と
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
国

の
法
定
限
度
額
は
平
成
26

年
度
と
平
成
27
年
度
に
そ

れ
ぞ
れ
４
万
円
ず
つ
引
き

上
げ
ら
れ
、
現
在
85
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
本
市
の

課
税
限
度
額
と
は
８
万
円

の
差
が
生
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
さ
ら
に
国
で
は

今
後
も
法
定
限
度
額
の
上

昇
を
伴
う
税
制
改
正
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
厳
し
い
国
民
健

康
保
険
財
政
状
況
及
び
市

民
へ
の
影
響
を
考
慮
し
つ

委
員
会
の
審
査
か
ら

監
査
報
告

つ
、
国
民
健
康
保
険
の
安

定
的
な
運
営
及
び
税
負
担

の
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
、
賦
課
限
度
額
総
額
を

81
万
円
に
改
め
る
も
の
で

す
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

20
対
３)

※
委
員
会
審
査
で
は
、
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
意
見
が
分
か

れ
ま
し
た
。

北
戸
田
駅
北
自
転
車
駐

車
場
の
ラ
ッ
ク
入
れ
替
え

及
び
建
屋
の
建
設
に
伴
う

改
修
工
事
で
す
。
契
約
金

額
は
約
１
億
８
千
万
円
、

契
約
者
は
三
ツ
和
総
合
建

設
業
協
同
組
合
、
平
成
28

年
３
月
18
日
ま
で
の
工
事

で
、
同
年
４
月
、
供
用
開

始
予
定
で
す
。

質　
疑

Ｑ

容
台
数
の
増
減

は
。

Ａ
　
本
工
事
に
お
い
て
鉄

骨
造
り
平
屋
建
て
の
自

転
車
駐
車
場
を
新
設
す

る
こ
と
で
、
北
戸
田
駅

北
自
転
車
駐
車
場
の
収

容
台
数
は
１
８
２
１
台

と
な
り
、
旧
自
転
車
駐

車
場
と
比
較
し
て
４
０

５
台
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
。
全
８
カ
所
の
市

営
自
転
車
駐
車
場
の
収

容
台
数
は
１
万
２
２
５

台
と
な
り
、
旧
自
転
車

駐
車
場
と
比
較
し
て
、

５
７
８
台
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
。
こ
の
減
少

に
つ
い
て
は
、
民
間
事

業
者
に
お
い
て
約
１
５

０
０
台
収
納
の
自
転
車

駐
車
場
が
新
規
に
整
備

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

営
自
転
車
駐
車
場
に
お

い
て
は
、ス
ラ
イ
ド
ラ
ッ

ク
の
採
用
な
ど
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
た
。

な
お
、
全
８
カ
所
の

自
転
車
駐
車
場
の
改
修

等
工
事
の
請
負
契
約
金

額
の
総
額
は
、
約
６
億

２
千
万
円
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

20
対
３)

※
委
員
会
審
査
で
は
、
最

低
制
限
価
格
に
つ
い
て

意
見
が
分
か
れ
ま
し
た
。

自
転
車
駐
車
場
の
指
定

管
理
者
と
し
て
日
本
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
株
式
会
社
を
指
定
す
る

も
の
で
、
指
定
管
理
期
間

は
平
成
27
年
12
月
１
日
か

ら
平
成
38
年
３
月
31
日
ま

で
で
す
。

質　
疑

Ｑ

社
の
応
募
が
あ
り
、

ど
の
点
が
評
価
さ

れ
選
定
さ
れ
た
の
か
。

Ａ
　
６
社
か
ら
応
募
申
請

が
あ
り
、
今
回
の
指
定

管
理
者
候
補
者
に
つ
い

て
は
、
戸
田
市
の
自
転

車
駐
車
場
の
現
状
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
お

り
、主
に
市
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
、入
退
場
ゲ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
、
近
隣
市

で
の
運
営
実
績
の
評
価

に
お
い
て
、
全
て
の
審

査
委
員
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
選
定
さ
れ
た
。

何

▲本年９月１日に開館した上戸田地域交流センター（愛称：あいパル）

問
題
は
単
年
度
に
突
出
し

て
い
る
建
設
事
業
費

戸
田
市
の
財
政
力
指
数

は
平
成
26
年
度
１
・
１
８

９
で
、
国
の
定
め
る
標
準

的
水
準
を
行
う
の
に
必
要

な
収
入
を
１
９
％
程
度
上

回
る
収
入
が
あ
る
。ま
た
、

戸
田
市
の
平
成
26
年
度
の

標
準
財
政
規
模
は
２
７
２

億
７
千
万
円
と
、
基
準
財

政
需
要
額
を
約
１
０
０
億

円
以
上
も
上
回
り
、
財
源

の
余
裕
度
を
示
す
経
常
一

般
財
源
比
率
も
１
０
２
・

７
５
８
と
大
変
高
く
、
歳

入
構
造
が
大
変
弾
力
的
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

市
は
財
政
力
指
数
が
高

い
こ
と
イ
コ
ー
ル
財
政
が

豊
か
と
は
言
え
な
い
、
競

艇
収
入
も
大
き
く
減
り
、

扶
助
費
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、

財
政
が
大
変
と
、
事
実
と

相
違
し
た
情
報
を
広
く
市

民
に
ま
で
提
供
し
て
い
る
。

委
員
会
審
査
の
中
で
、

扶
助
費
が
増
え
た
こ
と
が

経
常
収
支
比
率
を
押
し
上

げ
る
第
一
の
要
因
で
あ
る

と
の
説
明
だ
っ
た
が
、
そ

の
中
身
を
見
る
と
、
人
件

費
約
23
％
、
物
件
費
約

20
％
で
、
扶
助
費
は
約

14
％
で
あ
る
。
戸
田
市
の

人
口
の
伸
び
は
著
し
く
10

年
前
と
比
較
す
る
と
約
１

万
７
千
人
も
増
加
し
て
お

り
、
扶
助
費
が
増
え
る
の

は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、

扶
助
費
を
大
き
く
押
し
上

げ
た
要
因
は
平
成
21
年
に

始
ま
っ
た
子
ど
も
手
当
で

あ
り
、
扶
助
費
の
増
額
は

全
国
ど
こ
の
自
治
体
も
同

様
で
あ
る
。

問
題
は
単
年
度
に
突
出

し
て
い
る
建
設
事
業
費
で
、

市
の
債
務
を
一
気
に
増
や

す
と
と
も
に
、
多
額
の
財

政
調
整
基
金
取
り
崩
し
と
、

さ
ら
な
る
基
金
積
み
立
て

と
な
り
、
26
年
度
の
財
政

運
営
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。
今
年
度
か
ら
敬
老

祝
金
が
一
気
に
減
額
さ
れ

る
な
ど
、
多
数
の
単
独
事

業
が
見
直
さ
れ
た
。
市
の

さ
ま
ざ
ま
な
単
独
事
業

は
、
市
民
生
活
を
支
え
る

た
め
、
国
の
不
十
分
な
社

会
保
障
の
穴
埋
め
の
た
め

に
、
調
整
弁
と
し
て
築
か

れ
て
き
た
事
業
な
ど
、
戸

田
市
独
自
の
歴
史
も
あ
り
、

一
つ
一
つ
の
事
業
効
果
を

丁
寧
に
分
析
す
る
必
要
が

あ
る
。

戸
田
市
の
平
成
26
年
度

の
財
政
は
引
き
続
き
豊
か

な
財
政
力
が
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
が
、
そ
の
財
政

運
営
は
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く

と
と
も
に
、「
な
る
ほ
ど
！

わ
か
っ
た
！
戸
田
市
の
財

政
」
の
財
政
分
析
は
必
要

以
上
に
財
政
危
機
を
あ
お

り
、
誤
解
を
与
え
る
も
の

で
あ
る
。
市
民
へ
誤
解
を

与
え
る
情
報
提
供
は
早
急

に
正
す
よ
う
求
め
反
対
討

論
と
す
る
。

扶
助
費
を
中
心
に
社
会
保

障
費
は
大
き
く
増
加

細
田 

昌
孝　
　議

員

賛成討論

反
対
討
論
に
お
い
て
は
、

人
件
費
、
物
件
費
の
構
成

割
合
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
経
常
収
支
比
率
を
押

し
上
げ
る
要
因
は
扶
助
費

で
は
な
い
と
の
見
解
で
あ

る
が
、
平
成
16
年
度
、
経

常
収
支
比
率
に
お
け
る
扶

助
費
は
約
７
％
、26
年
度
、

約
14
％
と
、
大
き
く
増
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
人
件

費
と
物
件
費
の
合
計
は
、

平
成
16
年
度
の
約
45
％
か

ら
26
年
度
は
約
42
％
に
減

少
し
て
い
る
。
歳
出
に
お

い
て
も
普
通
会
計
に
お
け

る
扶
助
費
は
、
平
成
16
年

度
の
約
58
億
９
千
万
円
か

ら
26
年
度
は
約
１
３
０
億

１
千
万
円
と
な
り
、
扶
助

費
を
中
心
に
社
会
保
障
費

は
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

一
方
で
人
件
費
及
び
物
件

費
の
合
計
は
平
成
16
年

度
、
26
年
度
、
ほ
ぼ
同
程

度
で
あ
り
、
こ
の
間
、
芦

原
小
学
校
、
駅
前
行
政
セ

ン
タ
ー
等
の
施
設
の
増
加

が
あ
り
、
ま
た
、
人
口
や

予
算
規
模
も
増
加
し
て
い

る
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

人
件
費
及
び
物
件
費
は
適

正
な
範
囲
に
抑
制
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
経
常
収

支
比
率
を
押
し
上
げ
る
要

因
は
、
現
在
の
構
成
割
合

で
は
な
く
、
過
去
の
数
値

と
比
較
し
て
と
ら
え
る
必

要
が
あ
る
。

ま
た
、
建
設
事
業
に
必

要
な
財
源
に
つ
い
て
は
、

国
庫
補
助
金
や
地
方
債
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
平

成
19
年
度
か
ら
積
み
立
て

を
開
始
し
た
公
共
施
設
等

整
備
基
金
を
充
当
す
る
こ

と
で
一
般
財
源
負
担
を
軽

減
し
て
い
る
。
建
設
事
業

が
集
中
し
た
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
が
、
庁
舎
の
耐
震

化
や
老
朽
化
に
伴
う
施
設

の
統
合
・
複
合
化
を
含
む

再
整
備
で
あ
り
、
必
要
な

事
業
の
実
施
に
際
し
、
公

共
施
設
等
整
備
基
金
の
活

用
に
よ
る
財
政
負
担
の
平

準
化
を
図
っ
て
対
応
し
た

も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
反
対
討
論
で
は
、

財
政
力
指
数
の
高
さ
か
ら
、

本
市
の
財
政
的
な
優
位
さ

を
主
張
し
て
い
る
が
、
本

市
と
同
程
度
の
人
口
で
も

地
方
交
付
税
が
１
０
０
億

円
、
２
０
０
億
円
を
超
え

る
市
が
あ
り
、そ
の
結
果
、

財
源
の
逆
転
現
象
が
生
じ

花
井 

伸
子　
　議

員

反対討論

収


